
基本目標２　「安全」な水の供給

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

　水源の水質保全のため、定期的な水質調査を実施して、その状況を
監視するとともに、水質事故時などに関係機関との連絡が円滑にとれ
る体制を確保していきます。また、水源の水質保全を推進する各協議
会等へ参加し、県庁内関係各課、関係機関と連携して水質改善を促進
していきます。

Ⅰ達成指標
　水源調査回数
（地点数×回数）

Ⅱ達成目標
　384回以上(毎年度)

（31年度の取組計画）
　当局の水道水源である江戸川、利根川、印旛沼、高滝ダム湖とそれ
らの主な流入河川及び手賀沼の計３２か所について毎月水質調査を実
施するとともに、必要に応じて臨時調査を実施します。
　また、印旛沼水質保全協議会をはじめとする各協議会へ参加しま
す。

（31年度の当初予算）　１３，７６９　千円

（31年度の達成目標）
　384回以上

（29年度の達成実績）
　492回
　定期調査384回
　臨時調査108回

　安全でおいしい水道水を供給していくため、高度浄水処理システム
の導入を推進していきます。
　これまでに、柏井浄水場東側施設（浄水能力：日量１７万立方メー
トル）、福増浄水場（同９万立方メートル）、ちば野菊の里浄水場
（同６万立方メートル）の３施設に高度浄水処理システムを整備して
います。今後は、栗山浄水場（同１８万６千立方メートル）の浄水機
能をちば野菊の里浄水場へ全量移転することに併せて、高度浄水処理
を拡充する事業を進めていきます。
　また、柏井浄水場西側施設への高度浄水処理の導入については、建
設予定地で過去に埋め立てた浄水処理発生土から硫化水素が検出され
たことを受け、周辺への安全確保を最優先に硫化水素の除去対策を進
めていきます。

Ⅰ達成指標
1)ちば野菊の里浄水場
　（第2期）施設整備
2)柏井浄水場西側施設埋設
　汚泥対策

Ⅱ達成目標
1)土木構造物及び建築物の
　建設完了
2)対策の完了

（31年度の取組計画）
1) ちば野菊の里浄水場(第２期)施設整備事業については、平成２８
年度に着手した高度浄水処理施設築造工事の平成３１年度完成に向
け、引き続き工事進捗管理を適切に行っていきます。（２期施設の完
全稼働は平成３５年度）
 ・ちば野菊の里浄水場（第2期）施設整備事業の高度浄水処理施設築
造工事等

2) 柏井浄水場西側施設埋設汚泥対策については、これまで行った対
策の効果を評価・検証したところ、硫化水素濃度は測定箇所の平均で
６割程度減少しましたが、保有水を除去しきれませんでした。そのた
め、平成３１年度から詳細な調査を実施し、周辺環境の安全を最優先
に埋設汚泥の対策を再検討します。このことから、５か年の達成目標
である対策の完了は困難な状況にありますが、対策の早期完了に向け
て引き続き取り組みます。
 ・柏井浄水場西側埋設汚泥対策の検討業務委託

（31年度の当初予算）　６，８４７，３４７　千円
（上記の当初予算額のうち、ちば野菊の里浄水場（第2期）施設整備
事業分（６，８３０，０７７千円）については、1-(1)-②「浄・給水
場施設の更新・整備」で計上している予算額から抽出・再掲載したも
のです。）

（31年度の達成目標）
1)高度浄水処理施設築造工事
の完成
2)埋設汚泥対策の再検討着手

（29年度の達成実績）
1)高度浄水処理施設築造工事
　の進捗
2)硫化水素除去対策工事の
　完成

主要
施策

施策により期待
される成果

主な取組 取組内容
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Ⅰ成果指標
　水道水における水質基準
　超過件数

Ⅱ成果目標
　0件(毎年度)

施策(4)取組①
水源の監視・保全

（31年度の成果目標）
　0件

（29年度の成果実績）
　0件

施策主務課：浄水課

施策(4)取組②
高度浄水処理の拡充

Ⅰ達成指標
Ⅱ達成目標

計画課

担 当 課

浄水課

スケジュール

水源調査

協議会等への参加

毎年度、384回以上実施

本体工事着手 平成35年度の稼働に向けた工事施工

ちば野菊の里浄水場（第2期）施設整備

対策工事

柏井浄水場西側埋設汚泥対策

評価・検証 対策の再検討

実施予定実施済み

注）指標名の〈　　〉内は、水道事業ガイドラインの指標番号を示しています。 6
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　引き続き、水道水の水質基準等を厳守するために、水源から蛇口に
至る水質管理体制の確保及び適切な水質検査の実施により、水質管理
レベルの維持・向上を図ります。

ア）水質管理体制の確保
　様々な化学物質等による水源水質の異常に対応する管理体制等を予
め定めた水安全計画については、毎年度見直しを行い、発生が予測さ
れるリスクへの対応を強化します。

イ）適切な水質検査の実施
　水道ＧＬＰの認定の更新や水質検査機器の計画的な更新により適正
な測定精度を維持するとともに、水質検査計画は水質基準の改正等を
踏まえ毎年度見直し、国が定めた検査項目だけでなく独自に設定した
項目も対象とした水質検査を着実に実施していきます。

Ⅰ達成指標
ア）水安全計画の見直しの
    実施状況
イ）①水道ＧＬＰの認定
　　②水質検査機器の更新の
      実施状況
　　③水質検査計画の
　　　見直しの実施状況

Ⅱ達成目標
ア）見直しを毎年度実施
イ）①認定の維持・継続
　　②計画的な更新の実施
　　③見直しを毎年度実施

（31年度の取組計画）
ア）水安全計画の見直し
　　水安全計画について、必要な見直しを行います。
イ）①水道ＧＬＰの認定の維持・継続
　　　水道ＧＬＰを適正に運用し、水質検査の信頼性を確保します。
　　②水質検査機器の整備（更新・新規）
　　　経年劣化等により検査精度を確保できなくなるおそれのある
　　水質検査機器の更新等を行います。
　　③水質検査計画の更新
　　　水質基準等の改正等を踏まえた水質検査計画の更新を
　　行います。

（31年度の当初予算）　１６５，８４１　千円

（31年度の達成目標）
ア）水安全計画の見直し
イ）①水道ＧＬＰの
　　　認定の維持・継続
　　②水質検査機器20台の
　　　整備（更新・新規）
　　③水質検査計画の更新

（29年度の達成実績）
ア）水安全計画の見直しを
　　実施
イ）①認定を維持・継続
　　②水質検査機器27台を
　　　整備（更新・新規）
　　③水質検査計画を更新
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施策(4)取組③
水質管理レベルの
維持・向上

浄水課

水安全計画の見直し

水道ＧＬＰの認定の維持

水質検査機器の整備

水質検査計画の更新

認定更新 認定更新

注）指標名の〈　　〉内は、水道事業ガイドラインの指標番号を示しています。 7


